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イチゴ「ふさの香」における定植時の苗質

及び電照と株間が生育、収量に及ぼす影響
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千葉県により育成され、平成15年３月26日に品種登録

（登録番号第11246号）されたイチゴ品種「ふさの香」

は、遊離酸含量が少ないため甘みを強く感じ、さらに特

有の芳香とメルティングな肉質を有する極めて良食味の

品種である。これらの優れた果実特性を十分に発揮させ

るためには、品種特性を明らかにするとともに、経営実

態に適した栽培法を確立することが求められた。

イチゴ促成栽培における定植適期が花芽分化後である

ことは、広く知られている（伊東、2003)。「女峰」では、

頂花房花数制御の観点から花芽分化期よりやや遅れて定

植することが奨められている（植木、1997）のに対し、

「とちおとめ」では、花芽分化期から７日後の定植の場

合、花芽分化期定植に比べ13％の減収がみられたとされ

ている（栃木、1997)。すなわち、定植に適した花芽の

発達程度は、品種によって異なると考えられた。

一方、多くのイチゴ経営体では、作業労力上の限界に

近い面積を作付けしている現状の中で、すべての苗が適

期定植できるとは限らない。収量を確保しつつ定植時の

労力分散を行うための技術確立が望まれた。また、この

技術確立に当たっては、ポットを育苗床に置いたままで

きる簡便な方法であることが、労力競合削減技術となる

必要条件であると考えられた。

そこで、試験１として、「ふさの香」の定植に適した

花芽発達程度を検討し、さらに、花芽分化後の育苗ポッ

トヘの窒素施用が、花芽分化期から一定期間経過した後

に定植した場合の収量減をどの程度軽減できるかについ

て検討した。

イチゴ促成栽培において、電照処理は基本技術となっ

ており、品種によっては増収効果が非常に高い（重野ら、

2001）とされている。電照処理の目的は、低温寡日照期

での葉の小型化や展開速度遅延を抑制することにある
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（川里・赤木、1980）が、同時に電照処理により草型が

立性になる効果もあると考えられた。水稲で知られてい

るように、立性の草型は受光態勢として有利である（田

中、1972）ことから、限られた面積を活用する施設園芸

にも有効であると考えられる。そこで、試験２として、

電照処理が草型、受光態勢、生育、収量性に及ぼす影響

について、株間を変えて検討した。

Ⅱ材料及び方法

１．定植時期及び花芽分化後におけるポットへの施肥

の有無を異にした生育、収量

「ふさの香」の定植適期解明のために、定植時期の異な

る試験区を設置し、生育と収量を検討した。さらに、定

植労力の分散技術確立のために、頂花房花芽分化後の育

苗ポットへの施肥の有無が生育、収量に及ぼす影響につ

いて検討した。

試験区は、花芽分化期区、無施肥区、培養液区の３区

３反復とした。花芽分化期区は2002年９月17日に、無

施肥区及び培養液区は９月27日に定植を行った。無施

肥区は、９月17日から９月27日の間、育苗培養土が乾い

た時に水を、培養液区は、園試処方0.5単位の培養液を給

液した。この期間、各育苗ポットは、中心間の距離を

10ｃｍとし、育苗施設に置いたままで管理を行った。

品種は、「ふさの香」に加え、対照として「とちおと

め」を供試した。育苗は、2002年３月20日に園芸用プラ

ンターに親株を植え付け、雨除け施設内で行った。育苗

培養土は、ちば土太郎（スミリン農産）ともみ殻くん炭

を体積比１：ｌで混合して用いた。７月上旬に９ｃｍポリ

ポットに子苗を鉢受けし、８月５日にランナー切断した。

ランナー切断時にＩＢ化成Ｓ１号をポット当たり３粒

（窒素成分量約160ｍｇ）置き肥した。栽培は、千葉県農

業総合研究センター生産技術部野菜研究室圃場（表層腐

植質黒ボク土）の、農ＰＣフィルムを周年被覆した間口

5.4ｍ、奥行き14ｍのパイプハウスで行った。本圃の基

肥は、ＣＤＵ化成555を用いて、窒素、リン酸、加里を
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成分で各１６ｋｇ/10aずつ全面施用し、追肥は、保温開始以

降に○ＫＦ－１を用いて、窒素成分で３ｋｇ/10aずつ5回施

用した。本圃での栽植距離は、畝幅110ｃｍ、株間20ｃｍ、

２条植えとした。保温開始は10月１５日とした。

９月17日及び27日に、苗の生育をｌ区30株について

調査した。さらに、花芽発達程度を１区５株について調

査した。花芽分化期区の９月27日の調査は、本圃から掘

り取って供試した。葉色は、ミノルタ葉緑素計SPAD・

502を用いて、最大葉の第１小葉を３点測定した。

開花始期及び頂花房花数は、ｌ区20株を調査した。収

量は、１区20株を４月３０日まで調査した。

２．電照の有無及び株間を異にした生育、収量

「ふさの香｣の電照処理による受光態勢の改善効果を明

らかにするために､電照処理の有無及び３水準の株間試験

区を設置し､小葉の受光量及び生育と収量の比較を行った。

電照の有無は、ハウスを2棟用い、１棟は電照処理、も

う１棟は無処理とした。電照処理は、約３時間の日長延

長法とし、2002年11月20日から２月20日まで行った。

それぞれのハウスに株間を15ｃｍ、２０ｃｍ、２５ｃｍとした試

験区を設置した。畝幅110ｃｍの南北畝に条間40ｃｍ，２

条植えで９月17日に定植した。

供試品種、育苗方法、試験場所、本圃の施肥量、保温

開始日は、試験１と同様とした。第１次蔽芽は、頂花房

に続く２芽以外を除去し、以降は極端に弱い瞭芽だけを

除去した。

生育調査は、１２月20日、１月22日、２月24日に、ｌ区

60株で行った。草型を数値化するために、地際から展開

第３葉の最高点までの高さを同じ葉の葉長で除し、１００

を乗じた値を立性度合いとした。

小葉の積算日射量調査は、１２月26日及び１月20日の

15時から約72時間について、槌色フイルム式簡易積算日

射量測定システムＲ－２Ｄ（オプトリーフ、大成化工）を

用いて行った。測定部位は、各株の南側に位置する瞭芽

の展開第３葉及び概ね同方向に展開する下位葉の第１小

葉とした。測定株数は、１区当たり18株とした。積算日

射量は、千葉市内での測定により予め作られた以下の数

式を用いて算出した。

積算日射量(ＭＪ/ｍ２)＝262.3-129.9Log!｡(D/DC×100）

Ｄ＝-1.9967Log,。（露光後のフイルムの数値/100）

－０．４１６

ＤＣ=-1.9967Ｌｏｇｌｏ（露光前のフイルムの数値/100）

－０．４１６

収量調査は、４月30日まで１区60株で行った。
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Ⅲ結 果

１．定植時期及び花芽分化後におけるポットへの施肥

を異にした生育、収量

花芽分化期区の定植を行った９月１７日における苗の生

育及び花芽分化程度を第１表に示した。「ふさの香｣、「と

ちおとめ」ともに草丈20ｃｍ程度、クラウン径9ｍｍ前後

で、花芽分化程度は、花芽分化初期から花芽分化期であ

った。

第１表９月17日におけるイチゴ苗の生育及び

花芽分化程度

草丈
品種

（c､）

展開

葉数

(枚）

クラウ

ン径

（m､）

花芽発達程度

ふさの香２２．５４．０８．９△△△○○

とちおとめ２０．９３．４９．０△△△△○

注）花芽発達程度は、ｌ区５株を反復なしで調査し、

△：花芽分化初期○：花芽分化期とした。

無施肥区及び培養液区の定植を行った９月27日にお

ける生育、花芽発達程度及び培養土のＥＣを第２表に示

した。両品種ともクラウン径、草丈、地上部重で区によ

る差はみられなかったが、地下部重、葉色で無施肥区が

劣った。また、定植から１０日後となった花芽分化期区で

はすべての株ががく片形成期であったが、無施肥区では

花芽分化期から花房分化期、培養液区では花房分化期か

らがく片形成期であり、花芽発達の遅延が生じた。

定植日、ポット施肥量を異にした頂花房の開花始期と

開花数を第３表に示した。「ふさの香」では、花芽分化期

区で開花始期が、１１月８日と最も早く、開花数が14.2花

/株と最も多かった。培養液区がこれに続き、無施肥区

では、開花始期が、１１月18日と最も遅く、開花数が9.7花

/株と最も少なかった。「とちおとめ」でも同様の傾向で

あった。

定植日、ポット施肥量を異にした月別の総収量を第４

表に示した。「ふさの香」では、花芽分化期区が、年内

及び１月の株当たり収量で169,1359と他区に比べ多く、

合計収量でも4679と最も多かった。「とちおとめ」でも

同様の傾向を示し、花芽分化期区が、年内及び１月の収

量で多く、合計収量でも他区に比べ多かった。

定植日、ポット施肥量を異にした、花芽分化期区を

100としたときの、１月末までの初期収量の割合を第１

図に、総収量の割合を第２図に示した。初期収量の割合



１１月１１日

１１月２５日

11月１８日

第２表定植日、ポット施肥量を異にしたイチゴの９月27日における生育、花芽発達程度

及び培養土のＥＣ

1８．９

１１．１

１４．０

新 鮮亜培養土

栽培草丈議録ウ地上部地下部葉色花芽発達濃度の灰条件
（c､）（枚）（Inm）（R）（９）（SPAD）（｡S/､）

ａ
Ｃ
８
，

試験区

ａ
Ｃ
‐
ｂ

ふさの香

花芽分化期区

無施肥区

培養液区

本圃

ポット

ボット

●●●●●

○○○。◎

。◎。●●

25.0

24.3

24.9

４．０

３．４

３．２

６
５
２

●
●
●

９
９
９

1０．２

１０．０

９．５

8.2ａ

5.7ｃ

7.0ｂ

４４．５ａ

42.2ｂ

46.8ａ

0．２９

０．５２

注ｌ）異なるアルファベット間にはnlkeyの多重検定により５％レベルで有意差があることを示す。

２）分散分析により、ｎs:有意差なし、☆＊：1％レベルで有意差があることを示す。

分散分析 ＊＊ｎｓｎｓｎｓｎｓ＊＊

第４表定植日、ポット施肥量を異にしたイチゴの総収量（g/株）

とちおとめ

花芽分化期区

無施肥区

培養液区

本圃

ポット

ボット

●●●●●

○○○◎。

◎ 。 ◎ 。 ●

26.8

24.4

25.1

４
６
０

●
●
■

３
２
３

５
２
８

●
●
。

９
９
９

8.0ａ

6.2ｂ

7.6ａ

４３．６ａ

35.5ｂ

４３．１ａ

1１．４

１０．１

１０．３

0．２７

０．４８

年内

分散分析 ＊＊lｒｌｓｎｓｎｓｎｓ＊＊

1月

葉色は、ミノルタ葉緑素計SPAD･502を用いて、第一小葉を３点測定した平均値とした。

花芽発達程度は、１区５株を反復なしで調査し、○：花芽分化期◎：花房分化期

●：がく片形成期とした。

培養土と水の比を１：５とした。

異なるアルファベット間にはTilkeyの多重検定により５％レベルで有意差があることを示す。

分散分析により、ｎs:有意差なし、＊＊：１％レベルで有意差があることを示す。

注ｌ）

２）

ｊ
ｊ
１

３
４
５

第３表定植日、ポット施肥量を異にしたイチゴの頂花房の開花始期と開花数

4月

ふさの香

花芽分化期区

無施肥区

培養液区

ふさの香

花芽分化期区

無施肥区

培養液区

１１月８日

11月１８日

１１月１４日

1４．２

９．７

１２．５

ａ
Ｃ
０
，

ａ
Ｃ
‐
，

３７

４６

３４

分散分析 ＊＊ ＊＊

1３７

９７

１１２

とちおとめ

花芽分化期区

無施肥区

培養液区
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４６７ａ

３９０ｂ

４ｌｌＯｂ
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注ｌ）異なるアルファベット間には'nlkeyの多重検定により５％レベルで有意差があることを示す。

２）分散分析により、ｎs:有意差なし、＊＊：１％レベルで有意差があることを示す。

ｎｓ

分散分析 ＊＊ ＊＊

ｎＳ*＊＊＊＊＊

月別収
試験区 合計

分散分析 ＊＊

６３５ａ

５１０ｂ

５２５ｂ

2月 3月

分散分析

０
５
０

６
９
８

l２９ａ

５５ｃ

７４ｂ

l６ａ

２ｃ

ｌｌｂ

l３５ａ

７６ｃ

９６ｂ

５ａ

０．３ｃ

２ｂ

1４２

１７０

１５８

＊＊

ｎｓ

とちおとめ

花芽分化期区

無施肥区

培養液区

2０４

１６０

１９１

237ａ

ｌ９９ｂ

ｌ７８ｂ

＊＊ ＊＊ｎｓ ｎｓ
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無施肥Ⅸ
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無施肥Ⅸ花芽分化期区 培養液区

無施肥区

ふさの香

花芽分化期Ⅸ 嬬養液区

とちおとめ

第１図定植日、ポット施肥並を異にしたイチゴの初期収'１tの割合

注ｌ）ｌ月末までの収拡を初期収･lltとした。

２）各品種の花芽分化期定植|Ｘを100とした。
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砿算日射'1tは、１２月には、区による違いが認められな

かったが、１月には、展開第３葉の積算日射量が電照区

で0.5～1.8ＭJ/ｍ２/day程度多くなった。１月の下位葉の

積算i~I射雌は、株間が広いほど多く、また電照区より無

電照隠の方が多い傾向となった。

砥照処理及び株間を異にした月別の総収量を第６表に

示した。電照の有無による株当たりの収量は、両品諏と

も、２月に無電照区が、電照区よりも大きく落ち込み、

激しいI|'休み現象が生じた。株当たりの合計収並は、IlI1j

IIiIII秘とも咽照隠が上1,1つた。一方、株間は、狭い|産ほど

第１次脳花腸の収砿開始が遅れ、２月、３月の株当たり

の収'1tが少なかった。

培養液Ⅸ花芽分化期区

嬬獲液区花芽分化期|ﾒ：無施肥|ﾒ：

ふさの香

6.1

第２似ｌ定植日、ポット施肥雌を異にしたイチゴの総収雌の割合

注１）各品種の花芽分化期定植区を100とした。

は、無施肥区の「ふさの香」で51％、「とちおとめ」で

42％、培養液区の「ふさの香」で71％、「とちおとめ」で

56％であった。また、総収堂の割合は、無施肥区の「ふ

さの香」で84％、「とちおとめ」で80％、培養液区の「ふ

さの香」で88％、「とちおとめ」で83％であった。

２．‘電照の有無及び株間を異にした生育、収量

噛照処瑚及び株間を異にした草型、砿算日射雌を第５

表に示した。展開節３葉の立性度合いは、１２月には、遡

照処理のｲ,･無、株間の違いによる差は認められなかった。

しかし、ljl，２月には、両品種とも電照処理を行った

峰で他|Ｘに比べ５～13穆度値が大きく、立性の草型とな

った。

ー

‐

ー

＝

守
口
写



５．６

７．０
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第５表電照処理及び株間を異にしたイチゴの草型、積算日射量
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積算日射量(MJ/m2/day）
展開第３葉の立性度合い

第６表電照処理及び株間を異にしたイチゴの総収量

１月12月試験区

lOa当たり収量

（t/lOa）

4．３５

３．５８

３．２０

３．７１

440

483

540

488

1 2 月 2 0 日 １ 月 22日２月24日第３葉下位葉第３葉下位葉

１６３

１９５

２３４

１９７

ふさの香

電照 区
区
区
均

叩
、
叩
平

５
０
５

１
２
２

２
３
５
４

句
●
ａ
●

７
７
７
７

４
４
９
９

●
●
巴
ｅ

４
４
５
４

９
９
７
９

７
７
７
７

１
３
１
２

８
８
８
８

４
０
０
８

３
６
５
４

５
８
２
２

●
由
●
申

４
３
４
４

０
１
８
０

７
７
６
７

1０５

１１４

１２３

１１４

無電照１５cm区

２０cm区

２５cm区

平均

０
９
９
９

７
６
６
６

１
０
０
０

７
７
７
７

１
０
６
３

７
７
７
７

８
７
７
１

。
。
●
丹

３
３
４
４

２
８
９
６

。
■
●
●

４
４
４
４

４
７
３
８

５
５
６
５

０
４
４
０

●
■
。
●

５
６
６
６

合計

とちおとめ

電照１５cm区

２０cm区

２５cm区

平均

９
７
９
８

７
７
７
７

２
１
７
０

８
８
７
８

３
３
８
２

●
申
●
●

４
４
３
４

１
５
３
０

■
■
●
Ｇ

７
８
８
８

３
２
９
２

７
７
６
７

6．１

６．５

７．２

６．６

１
２
９
４

●
■
Ｃ
Ｃ

４
４
４
４

２
５
２
３

２
２
２
２

無電照１５cm区

２０cm区

２５cm区

平均

３
６
６
９

７
６
６
６

７
９
０
９

６
６
７
６

7２

７１

７１

７１

５
８
９
７

●
申
由
●

４
４
４
４

０
７
６
１

凸
。
。
●

４
５
５
５

６．１

７．８

７．８

７．２

6５

３８７

４９４

５７９

４８７

注１）（立性度合い)=(展開第３葉の高さ)/(展開第３葉長)×100とし、値が大きいほど立性の草型で

あることを示す。

２）１２月26日及び１月20日の15時から72時間の積算日射量を測定した。

3．８２

３．６６

３．４３

３．６４

９
６
９
５

１
２
２
２

1５１

１４４

１４３

１４６

株当たり収量(g/株）
試験区

３
４
０
６
１

３
６
６
８

１
１
２
１

年内１月２月３月４月合計

５．１５

４．７０

４．１８

４．６８

無電照１５cm区

２０cm区

２５cm区

平均

ふさの香

電照 区
区
区
均

、
、
、
平

５
０
５

１
２
２

1１６

１４２

１６４

１４１

'’０

１２０

１４１

１２４

４３

７１

１０３

７２

1２３

１４３

１６４

１４３

８９

１３５

１５０

１２５

337

467

484

429

３．３３

３．４６

２．８７

３．２２

1７３

２０４

２１２

１９６

無電照１５cm区

２０cm区

２５cm区

平均

5２１

６３５

７０５

６２０

９３

１３５

１２４

１１８

３
７
０
０

２
３
３
３

９２

１３７

１４０

１２３

183

237

265

228

1０４

１２９

１３４

１２３

６
５
８
６

とちおとめ

電照１５cm区

２０cm区

２５cm区

平均

５
０
７
８

５
６
８
６
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Ⅳ考 察

１．定植時期及び花芽分化後におけるポットへの施肥

を異にした生育、収量

「ふさの香」において、花芽発達程度が花芽分化初期か

ら花芽分化期であった９月17日の定植に比べ、その10日

後の定植となった無施肥区では、１月末までの初期収量

で49％、総収量で16％の減収であった。同様に「とちお

とめ」においても、初期収量で58％、総収量で20％の減

収となった。「ふさの香」は、「とちおとめ」とともに花

芽分化初期から花芽分化期までの定植で多くの収量が得

られると考えられた。

岩田・小崎（1969）は、花芽分化後の窒素供給量が多

いと頂花房花数が増加したと報告している。本試験にお

いても、花芽分化期区及び培養液区の頂花房花数が無施

肥区に比べ多い結果となり、頂花房の花芽発達の生育ス

テージに窒素供給量が多いことによる頂花房花数の増加

が確認された。果数型品種である｢女峰｣(石原ら、1994）

の定植を花芽分化期より遅らせることで頂花房花数を制

限する技術（植木、1997）は、花芽分化後の窒素供給の

制限が一因となっていると思われた。「女峰｣のように着

果過多が問題となる果数型品種を除き、頂花房の花数減

少は初期収量の減少に直結すると考えられた。「ふさの

香」は、花芽分化期での定植でさえ、頂花房花数が14.2

花/株と比較的少なかったため、花芽分化期以降の窒素

供給が不可欠な品種であると考えられた。

一方、培養液区は、葉色が濃く、培養土のＥＣも高いた

め、花芽分化後の窒素供給が十分であったと考えられる

にもかかわらず、花芽分化期区に比べ、頂花房開花始期

が６日遅く、初期収量は29％、総収量は12％の減少が生

じた。花芽発達では、９月27日の花芽分化期区は調査全

株ががく片形成期であったのに対し、培養液区は花房分

化期からがく片形成期であり、花芽発達のわずかな遅延

が生じた。この原因は、育苗床での株間が10ｃｍと狭く、

隣接した株との相互遮蔽から光が不足して、光合成産物

が花芽発達にとって十分でなかったためと考えられた。

さらに、９月27日の生育では、培養液区は花芽分化期区

に比べ地下部重が軽く、根域がポット内に限られたため

に根の伸長、発達が抑制されていた。その結果、定植直

後の根群発達が抑制され、収量に影響を及ぼすと考えら

れた。

また、品種間をみると、初期収量での花芽分化期区に

対する培養液区の割合は、「ふさの香」で71％、「とちお

とめ」で56％であった。「ふさの香」は「とちおとめ」に

比べて、定植時期の遅れによる減収への影響は小さいと

考えられた。

6６

前述のように、「ふさの香」は花芽分化期に定植を行う

ことで最も多収が得られると考えられた。しかし、収量

を確保しつつ定植労力の分散を行うためには、花芽分化

後には定植まで培養液を給液し、相互遮蔽を防ぐために

ポット間の距離を開け、大きいポットで根の伸長スペー

スを確保することで収量の減少をある程度抑制できると

考えられた。さらに、同一経営体の中で「とちおとめ」

を併用する場合には、「とちおとめ」を優先して定植する

べきであると考えられた。

２．電照の有無及び株間を異にした生育、収量

電照処理による草型の立性化の効果は、１２月20日には

みられなかった。１月22日以降には、両品種とも電照処

理を行った区で立性の草型となった。草勢が弱勢化する

低温寡日照期には、電照処理によって立性の草型になっ

たと考えられた。

また、電照区で立性となっていた１月20日の展開第３

葉の積算日射量は、電照区が無電照区より多かった。

田中（1972）は水稲において、磯田･王（2001）はダ

イズにおいて、地面に対して立性の葉は、一日の積算日

射量が多かったとしている。本試験では、イチゴのよう

な園芸作物においても、水稲やダイズのような作物と同

様に、立性の草型によって、相互遮蔽が軽減されて、受

光量の増加が期待できることが示された。特に展開第３

葉は、下位葉に比べ活発に転流を行っていた（西沢・堀、

1986）とされ、この近辺の葉位の立性化による受光量の

増加は物質生産にとって有利であると考えられた。

株当たりの収量は、２月に無電照区で、電照区より大

きく落ち込んだ。これは無電照区では、１月以降に生育

速度が極端に遅くなり、第２次膝花房開花までに長期を

要した結果、いわゆる中休み現象となり、２月中下旬に

ほとんど収種物が生じなかったためと考えられた。

一方、株間は、広い区で１月の下位葉の積算日射量が

多い傾向となった。収量では、株間が狭い区ほど、第２

次膝花房の収種ピークとなる２月、３月の株当たりの収

量が少なかった。つまり、低温寡日照期では、株間が狭

く光合成量が少なかった区で、蕨花房の発達遅延が生じ

たと考えられた。低温寡日照期における生育速度低下は、

日長や低温による休眠深度への影響だけでなく、光合成

産物量の多少も大きく関わっていることが考えられた。

重野ら（2001）が指摘するように、電照処理の効果は

低温寡日照期の生育速度の低下抑制が最も大きいと考え

られる。しかし、本試験により、この原因は休眠抑制の

結果だけではなく、相互遮蔽が軽減されたため転流が活

発な葉位の受光態勢が改善された結果、物質生産量の増

加も関わっていることが示唆された。
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Ｖ摘 要

イチゴ「ふさの香」の品種特性を明らかにし、千葉県

下でのイチゴ経営実態に適した栽培法を確立するために、

定植時期、花芽分化後の窒素施肥、また、電照と株間が

生育・収量に及ぼす影響を検討した。

１．定植時期は、花芽分化初期から花芽分化期が適期で

あり、他の定植時期に比べ１月までの初期収量、総収量

ともに最大であった。花芽分化期から10日後に定植を

行うと初期収量で49％、総収量で16％の減収であった。

２．花芽分化期から１０日間、ポットに培養液を給液する

ことで、花芽分化期から10日後に定植しても、初期収量

で29％、総収量で12％の減少率に抑制できた。

３．電照処理により、低温寡日照期に草型が立性化され、

展開第３葉の積算日射量は1.2～1.8ＭJ/ｍ２/day増大した。

この結果、第２膝花房収穫期の中休み現象に対して抑制

効果がみられた。株間を広くして受光量を増加させるこ

とでも、同様の中休み現象抑制効果がみられた。
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EffectofSomeRlctorsonYieldandGmwthofStrawberry'１hsanokaW

nkeshiMAcHIDA,andYUjiUDAGAwA

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：strawberryｩflowerbud,lighting，

spacing,radiationinterception

Sｕｍｍｑｒｙ

Ｔｈｉｓｗｏｒｋｗａｓｃｕｒｒｉｅｄｏｕｔｔｏｆｉｎｄｏｕｔｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆｓｏｍｅｆａｃｔｏｒｓｏｎｓｔｒａｗｂerrycultivar''Fusanoka'l

breededinChibaPrefbcture、

１．Suitablestageofflower-budgrowthwasconsideredfromearlytojuststageofflower-bud

diffbrentiationfbrplanting・Themostannualyieldwasobtainedwithplantinginthisstage・After

lOdays,flower-budgrowthwasstageofflowerclusterdiffbrentiation,Yieldwaslost49％ｉｎｅａｒｌｙ

ｔｅｒｍａｎｄｌ６％intotaltermwithplantinginthisstage、

２．Itwassupposedtocontrolyieldlosstosupplyfertilizertonurserieswithplantinginunsuitable

term・Yieldlosswascontrolled29％inearlytermandl2％intotalterm,asfertilizerwassupplied

fbrlOdaysfromstageofflower-buddi鮭rentiation、

３．Lightingtreatmentsuggestedtomakeplantfbrmsstanding，andtoincreaseaccumulatedsolar

radiationtothethirdleavesby1.2-1.8ＭJ/ｍ２/dayｳinjusttermofcoldandlittlesunshine､Resting

phenomenonofyieldmightbecontrolledbystandingplantfbrmsinorderoflightingtreatment・

Standingplantfbrmssuggestedtoimproveradiationinterceptionandconsequentlytocontrol

restingphenomenon,fbrwidespacinghadsimilareffbctｓｏｎｙｉｅｌｄ．

6８


